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動物や植物は、どのようにして受精卵や種から複雑な形態と機能をもつ体を作りあげるの

だろうか。これまでの発生生物学の研究により、動物と植物が組織や器官を作る仕組みは細

胞のふるまい１つをとっても大きく異なり、それぞれが極めて異なる戦略で体を構築して

いることが示されてきた。一方で、遺伝子、細胞、栄養素などの基本的な「材料」は動植物

で共通しており、これらが環境条件に応じて柔軟に変化しながら発生を進行させているこ

とも新たに注目されている。本研究プロジェクトでは、モデル動物とモデル植物を対象とし

た細胞レベルの顕微鏡イメージングに加え、質量分析やマイクロ CT などの手法を取り入

れ、環境要因によって変化する体内および細胞内の代謝産物や低分子を同定するとともに、

それらのネットワークの解明を目指している。 

 
今年度は、発生生物学分野でモデル動物として使用されているアフリカツメガエルの胚と

幼生を用い、栄養が全身の発生と器官形成を制御しうるか検討した。栄養素を限定した複数

種の人工餌を作成し、それを器官形成期の幼生に与えた。その結果、糖代謝が形成中の器官

の細胞接着分子を減少させること、それが栄養依存的な形態形成の一端を担うことが明ら

かになった。また、栄養素を限定した人工餌を幼生に与え、形成中の各器官の形態を細胞レ

ベルで捉えるため、共焦点顕微鏡を用いた全身の三次元イメージングを行った。現在、特定

の栄養素に依存して形成される器官の有無を明らかにするため、取得した 3D画像データの

解析を進めている。今後、全身の器官の代謝状態と、器官間コミュニケーションの制御機構

の解明を目的として、器官特異的な代謝産物および器官間伝達物質の同定を試みる。また、

モデル植物であるシロイヌナズナを用いた解析から、糖代謝が維管束幹細胞の形成に重要

であることが明らかとなった。さらに、維管束幹細胞の分化制御のマスター転写因子 BES1
の相互作用因子の解析にむけて、IP-MS の条件検討を進めている。 
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